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『まつまえ』の題字は金子�亭先生の揮毫
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松
前
城
築
城
四
〇
〇
年
を
記
念
し
、『
海
上
自
衛
隊
大

湊
音
楽
隊
』
の
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

大
湊
音
楽
隊
は
青
森
県
や
北
海
道
で
幅
広
く
活
躍
し

て
お
り
、
当
日
は
『
ふ
る
さ
と
』、『
ピ
ン
ク
・
パ
ン
サ
ー
』

や
『
み
ち
の
く
演
歌
メ
ド
レ
ー
』
な
ど
、
お
な
じ
み
の

曲
が
た
く
さ
ん
演
奏
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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団
体
戦
・
個
人
戦
で
渡
島
管
内
の
小
・
中
学
生
が
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
、
頑
張
り
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
教
育
委
員
会　
�
　

－

３
０
６
０

４２

　

松
前
公
園
を
散
策
し
、
松
前
の
歴
史
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
事
前
に
参
加
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

松
前
観
光
協
会　
�
　

－

２
７
２
６

４２

　

町
内
商
店
、
団
体
の
出
店
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
楽
し
い

秋
の
１
日
を
！

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

松
前
商
工
会　
�
　

－

２
３
３
９

４２

　

今
年
度
は
、
次
の
日
程
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
希
望
の
方
は
別
添
の
折
込
チ
ラ
シ
に
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

展
示
部
門　

絵
画
・
書
道
・
盆
栽
・
俳
句
・
手
芸
な
ど

特
別
部
門　

各
種
バ
ザ
ー
・
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
な
ど

舞
台
部
門　

歌
謡
・
舞
踊
・
太
鼓
・
郷
土
芸
能
な
ど

　

※
一
団
体
あ
た
り
１
、０
０
０
円
の
参
加
料
が
必
要
で
す
。

〔
と　

き
〕
平
成　

年　

月
４
日（
土
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

１８

１１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
５
日（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

１１

〔
と
こ
ろ
〕
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
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９
月　

〜　

日
、
松
前
高
校
２
年

１３

１４

生
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
大
磯

保
育
所
を
体
験
学
習
生
と
し
て
訪
問

し
ま
し
た
。
生
徒
達
は
、
職
場
の
先

輩
方
か
ら
仕
事
内
容
を
聞
き
、
園
児

達
の
先
生
と
し
て
、
昼
寝
や
運
動
会

の
練
習
な
ど
で
園
児
達
と
う
ち
解
け

あ
っ
て
い
ま
し
た
。
生
徒
達
は
、「
実

際
に
働
い
て
み
る
と
意
外
に
大
変
」

な
ど
と
仕
事
の
大
変
さ
を
学
ん
で
い

ま
し
た
。
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病
院
で
は
、
生
徒
達
が
手
術
室
に

入
り
、
患
者
役
と
看
護
師
役
に
な
っ

て
怪
我
の
手
当
て
な
ど
の
学
習
体
験

を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
達
は
緊
張
感

を
持
ち
つ
つ
看
護
師
さ
ん
の
話
を
真

剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
際
に
血
圧
な
ど
を
計
っ

て
い
ま
し
た
が
、
脈
が
う
ま
く
計
れ

ず
、
と
て
も
苦
労
し
た
そ
う
で
す
。

　

初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
戸
惑
っ

て
い
ま
し
た
が
、
早
く
仕
事
を
覚
え

よ
う
と
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
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今
回
、
広
報
取
材
で
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
担
当
し
、
病
院
の
記
事
を

書
き
ま
し
た
。

�
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�
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今
回
、
広
報
取
材
で
写
真
を
担

当
し
、
大
磯
保
育
所
の
記
事
を
書

き
ま
し
た
。
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８
月　

日
、
町
民
野
球
場
で
第

２６

　

回
松
前
町
軟
式
野
球
協
会
長
杯

１３争
奪
西
南
４
町
中
学
生
野
球
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
松
前
町
軟
式
野
球
協

会
（
会
長　

斉
藤
勝
）
が
主
催
し
、

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
松

前
か
ら
木
古
内
ま
で
の
４
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝
▽
松
前
中
学
校

準
優
勝
▽
知
内
中
学
校

３　

位
▽
吉
岡
・
福
島
中
学
校

○
個
人
賞

　

最
優
秀
選
手
賞

▽
田　

中　

秀　

哉
（
松
前
中
）

　

優
秀
選
手
賞

▽
宮　

島　

和　

哉
（
松
前
中
）

　

敢
闘
賞

▽
松　

本　

佑　

哉
（
知
内
中
）
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９
月
９
日
、
松
前
消
防
署
で
救

命
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
救
急
医
療
週
間
に
あ
わ

せ
、
事
故
や
自
然
災
害
な
ど
の
緊

急
時
の
手
当
の
仕
方
を
覚
え
て
も

ら
お
う
と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
受
講
者
が
消
防
署
の
救

急
救
命
士
の
指
導
の
も
と
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
や
人
工
呼
吸
を
行
っ
た

り
、
今
回
、
初
め
て
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）に
よ
る
電
気

シ
ョ
ッ
ク（
除
細
動
）の
講
習
も
あ

り
、
参
加
者
は
い
ざ
と
い
う
時
に

備
え
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
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８
月　

日
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

２７

プ
ラ
ン
ド
『
い
さ
り
び
』
で
２
０

０
６
松
前
ダ
ー
ツ
選
手
権
（
松
前

ダ
ー
ツ
協
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ダ
ー
ツ
は
誰
に
で
も
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
、
た
く
さ
ん
の
方

に
楽
し
ま
れ
、
町
内
は
じ
め
札
幌

や
旭
川
な
ど
か
ら
約　

名
の
愛
好

７０

者
が
出
場
し
、
緊
張
感
あ
ふ
れ
る

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
、
ダ

ブ
ル
ス
の
３
部
門
で
行
わ
れ
、
町

内
出
場
選
手
の
う
ち
、
ダ
ブ
ル
ス

部
門
で
、
石
戸
保
さ
ん
、
堀
川
一

寿
さ
ん
の
ペ
ア
が
３
位
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。
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８
月　

日
、
町
民
体
育
館
で
い

２５

き
い
き
教
室
参
加
者
の
交
流
と
健

康
づ
く
り
を
目
的
に
、『
健
康
づ
く

り
球
技
大
会
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
ス
カ
ッ
ト

ボ
ー
ル
に　

名
が
参
加
し
、
ゲ
ー

１１０

ト
ボ
ー
ル
で
は
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
は
一

打
一
打
に
歓
声
や
、
拍
手
が
起
こ

り
、
参
加
者
は
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。
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９
月
２
日
、
江
良
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ラ
ソ
ン

コ
ー
ス
で
第　

回
大
島
地
区
マ
ラ
ソ
ン
大
会

２８

が
江
良
体
育
振
興
会
（
会
長　

中
江
昭
彦
）

の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で　

名
が
参
加
し
、

２１０

選
手
た
ち
は
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
、
力
い
っ
ぱ

い
走
り
抜
き
ま
し
た
。

（
紙
面
の
都
合
上
、
優
勝
者
の
み
掲
載
。
敬

称
略
）

■
幼
児
男
子
の
部

　

優
勝　

樋
口　

耀
太
（
清
部
保
育
所
）

■
幼
児
女
子
の
部

　

優
勝　

小
野
寺
結
香
（
字
館
浜
）

■
小
学
１
年
男
子
の
部

　

優
勝　

樋
口　

丈
騎
（
大
島
小
）

■
小
学
１
年
女
子
の
部

　

優
勝　

藤
村　

華
月
（
大
島
小
）

■
小
学
２
年
男
子
の
部

　

優
勝　

高
橋　

優
来
（
大
島
小
）

■
小
学
２
年
女
子
の
部

　

優
勝　

渡
邊　
　

和
（
大
島
小
）

■
小
学
３
年
男
子
の
部

　

優
勝　

吉
田　

竣
哉
（
大
島
小
）

■
小
学
３
年
女
子
の
部

　

優
勝　

船
板　

七
彩
（
小
島
小
）

■
小
学
４
年
男
子
の
部

　

優
勝　

佐
々
木
大
斗
（
大
島
小
）

■
小
学
４
年
女
子
の
部

　

優
勝　

増
川　

千
尋
（
小
島
小
）

■
小
学
５
年
男
子
の
部

　

優
勝　

天
内　

将
貴
（
大
島
小
）

■
小
学
５
年
女
子
の
部

　

優
勝　

佐
々
木
朱
莉
（
原
口
小
）

■
小
学
６
年
男
子
の
部

　

優
勝　

松
谷　
　

涼
（
館
浜
小
）

■
小
学
６
年
女
子
の
部

　

優
勝　

船
板　

遥
香
（
小
島
小
）

■
中
学
１
年
男
子
の
部

　

優
勝　

福
井　

雄
太
（
大
島
中
）

■
中
学
１
年
女
子
の
部

　

優
勝　

伊
川　

未
来
（
大
島
中
）

■
中
学
２
年
男
子
の
部

　

優
勝　

立
花　

陽
介
（
大
島
中
）

■
中
学
２
年
女
子
の
部

　

優
勝　

木
村
美
紗
子
（
大
島
中
）

■
中
学
３
年
男
子
の
部

　

優
勝　

福
井　

陵
太
（
大
島
中
）

■
中
学
３
年
女
子
の
部

　

優
勝　

若
佐
茉
奈
実
（
大
島
中
）

��

��

��

��

��

��

��

		

����

��
��
��
��
��
��
��
		



��
��

����

　

８
月　

日
、
松
前
小
学
校
プ
ー
ル
で
平

２６

成　

年
度
松
前
町
小
学
生
水
泳
記
録
会
が

１８
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
泳
記
録
会
は
松
前
町
体
育
指
導
員
会

（
委
員
長　

丸
山
忠
一
）
の
主
催
で
行
わ

れ
、
参
加
し
た
町
内
５
校
、
小
学
校
３
年

生
か
ら
６
年
生
ま
で
の　

名
が
み
ん
な
の

３７

応
援
を
受
け
な
が
ら
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

（
紙
面
の
都
合
上
、
１
位
の
み
掲
載
。
敬

称
略
）

【
男
子
の
部
】

○　

ｍ
ビ
ー
ト
板
キ
ッ
ク

２５
▽
３
年
・
石
井　

柊
也（　

秒　
 
大
島
小
）

３６

５５

○　

ｍ
自
由
形

２５
▽
４
年
・
向
井　

雄
大（　

秒　
 
松
城
小
）

１９

１５

▽
５
年
・
斉
藤　

柊
吾（　

秒　
 
原
口
小
）

２２

１４

▽
６
年
・
斉
藤　

拓
郎（　

秒　
 
原
口
小
）

２２

６１

○　

ｍ
平
泳
ぎ

２５
▽
４
年
・
高
山　
　

航（　

秒　
 
館
浜
小
）

３９

１３

▽
６
年
・
佐
藤　

恵
輔（　

秒　
 
原
口
小
）

４２

０４

○
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

▽
６
年
・
原
口
小
（
斉
藤
柊
吾
・
佐
々
木

朱
莉
・
斉
藤
拓
郎
・
斉
藤
理
恵　

１
分　
３０

秒　

）
１６

【
女
子
の
部
】

○　

ｍ
ビ
ー
ト
板
キ
ッ
ク

２５
▽
３
年
・
福
井
麻
衣
子（　

秒　
 
大
島
小
）

３０

１４

○　

ｍ
自
由
形

２５
▽
４
年
・
東
館　

幸
那（　

秒　
 
原
口
小
）

３１

９１

▽
５
年
・
佐
々
木
朱
莉（　

秒　
 
原
口
小
）

２４

８０

▽
６
年
・
滝
谷　

美
春（　

秒　
 
松
前
小
）

１８

４６

○　

ｍ
平
泳
ぎ

２５
▽
６
年
・
福
井
彩
耶
香（　

秒　
 
大
島
小
）

２９

４５

○　

ｍ
平
泳
ぎ

５０
▽
６
年
・
滝
谷　

美
春（　

秒　
 
松
前
小
）

４６

３０

○
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

▽
６
年
・
松
前
小
（
山
本
真
奈
美
・
河
野

結
衣
・
松
川
怜
那
・
滝
谷
美
春　

１
分　
２３

秒　

）
１１

�
�
�
�
�
�
�
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�広報まつまえ 平成１８年１０月号

　

食
育
が
す
っ
か
り
ブ
ー
ム
と
な

り
、
行
政
機
関
や
民
間
団
体
を
は

じ
め
雑
誌
や
テ
レ
ビ
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
そ
の
活
動
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
「
食

育
の
定
義
」
は
必
ず
し
も
明
確
に

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
な
の
に
今
、

な
ぜ
国
を
あ
げ
て
の
「
食
育
」
な

の
で
し
ょ
う
か
。

　

戦
後　

年
の
間
、
私
た
ち
を
と

６０

り
ま
く
生
活
環
境
は
急
激
に
変
化

し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観

も
多
様
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
と

も
な
い
食
を
め
ぐ
る
情
勢
も
め
ま

ぐ
る
し
く
変
化
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
生
じ
て
き
て
い
ま
す
。

●
日
本
人
の
健
康
に
は
不
向
き
な

欧
米
型
の
脂
質
の
多
い
食
生
活
→

生
活
習
慣
病
の
増
加

●
残
留
農
薬
、
遺
伝
子
組
み
換
え

作
物
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
狂
牛
病
）
な
ど

→
食
の
安
全
性
へ
の
不
安

●
食
料
自
給
の
低
迷

●
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
食
文
化

●
食
べ
残
し
や
廃
棄
な
ど
→
資
源

の
無
駄
使
い

●
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
品
や
健
康
食
品

な
ど
→
情
報
に
惑
わ
さ
れ
た
食
品

選
択

●
欠
食
、
偏
食
、
孤
食
→
子
ど
も

や
若
年
層
の
「
心
」
と
「
体
」
の

不
調
和

　

こ
れ
ら
は
行
政
や
教
育
現
場
、

民
間
団
体
等
が
努
力
す
る
だ
け
で

解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
一
人
ひ
と
り
が

食
に
対
す
る
意
識
や
知
識
・
判
断

力
を
つ
け
る
た
め
の
「
食
育
」
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

特
に
幼
児
期
に
望
ま
し
い
食
生

活
が
お
く
れ
る
能
力
（
５
つ
の
能

力
）
を
身
に
つ
け
さ
せ
な
け
れ
ば

自
分
の
体
を
守
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
あ
る
食
べ

物
は
体
に
よ
い
も
の
ば
か
り
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
体
に
よ
い
も
の
か

判
断
し
て
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
能

力
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
、
健
康

を
保
つ
た
め
に
、
料
理
の
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
て
い
る
の
か
判
断
で
き

る
知
識
と
知
恵
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	

　

家
庭
で
調
理
す
る
こ
と
が
少
な

く
な
る
に
つ
れ
て
味
も
均
一
化
し

若
者
を
中
心
と
し
た
味
覚
障
害
も

増
え
て
き
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

味
覚
は
幼
い
頃
か
ら
自
然
の
食

べ
物
を
ど
れ
だ
け
た
く
さ
ん
食
べ

て
き
た
か
に
よ
っ
て
違
っ
て
く
る

と
い
わ
れ
ま
す
。
正
し
い
味
覚
を

育
て
、
食
材
が
本
来
も
っ
て
い
る

や
さ
し
い
味
を
お
い
し
い
と
評
価

で
き
る
能
力
は
、
人
間
と
し
て
大

切
な
教
養
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

自
分
の
口
に
は
い
る
も
の
は
自

分
の
手
で
作
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

指
を
使
っ
て
、
体
を
使
っ
て
五
感

を
総
動
員
さ
せ
て
作
る
料
理
は
、

過
程
を
楽
し
み
ま
す
。
で
す
か
ら

自
分
で
作
っ
た
も
の
は
格
別
お
い

し
く
、
い
と
し
く
感
じ
ら
れ
る
の

で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



　

食
べ
物
は
、
野
菜
で
も
魚
で
も
、

土
、
水
、
大
気
（
空
気
）、
太
陽
と

と
も
に
自
然
の
中
で
息
づ
き
な
が

ら
生
育
し
て
き
た
も
の
で
す
。
そ

の
命
を
い
た
だ
い
て
私
た
ち
は
人

の
体
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
の
育
ち
を
知
る
こ
と
は
、
お
の

ず
と
食
べ
物
に
対
す
る
感
謝
の
気

持
ち
を
持
つ
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

今
の
世
の
中
は
「
半
健
康
人
」

と
い
わ
れ
る
人
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
自
分
の
体
の
最
も
元
気
な

状
態
を
感
じ
て
、
常
に
健
康
で
い

ら
れ
る
よ
う
に
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

大
人
の
病
気
で
あ
っ
た
生
活
習

慣
病
が
子
ど
も
に
も
現
れ
は
じ
め

た
り
、
疲
れ
や
す
い
、
切
れ
や
す

い
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い
る
こ

と
は
、
食
生
活
の
乱
れ
が
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」と
い
わ

れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
５
つ
の
能

力
は
幼
い
時
か
ら
毎
日
の
繰
り
返

し
に
よ
っ
て
身
に
つ
い
て
い
く
も

の
で
す
。
そ
し
て
体
も
心
も
元
気

い
っ
ぱ
い
の
子
が
育
つ
良
い
環
境

に
変
え
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち

大
人
の
役
目
で
す
。

�
�
�
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�
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今
ま
で
、
障
害
者
の
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
を
は
じ
め
在
宅
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
や
施
設
へ

入
所
す
る
場
合
な
ど
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
が
事
業
者
と
契
約
し
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の　

月
以
降
は
、
訓
練
等
給
付

１０

や
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
除
き
す

べ
て
渡
島
西
部
地
域
障
害
程
度
区

分
認
定
審
査
会
に
お
い
て
、
障
害

程
度
区
分
の
審
査
、
判
定
を
受
け

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
障
害
程
度

区
分
は
重
度
の
区
分
６
か
ら
軽
度

の
区
分
１
ま
で
の
６
段
階
に
分
か

れ
て
お
り
、
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ

ス
が
そ
の
障
害
程
度
の
区
分
に
よ

っ
て
決
ま
り
ま
す
。
な
お
、
９
月

末
現
在
で
施
設
へ
入
所
し
て
い
る

場
合
な
ど
は
、
最
大
５
年
間
の
経

過
措
置
が
あ
り
、
今
ま
で
ど
お
り

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

聴
覚
障
害
者
等
の
方
を
対
象
と

し
た
手
話
通
訳
等
派
遣
事
業
と
視

覚
、
全
身
性
、
知
的
及
び
精
神
の

各
障
害
者
を
対
象
と
し
た
外
出
時

の
移
動
を
支
援
す
る
移
動
支
援
事

業
の
サ
ー
ビ
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
新
た

に
は
じ
ま
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

　

役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー

プ
（�
　

－

２
２
７
５
内
線
２
４

４２

１
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、
町
で
は
現
在
、
障
害

者
計
画
と
障
害
福
祉
計
画
を
策
定

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
障
害

者
計
画
等
策
定
委
員
等
を
通
じ
広

く
意
見
を
聴
取
し
て
お
り
ま
す
。

障
害
者
に
つ
い
て
、
そ
し
て
今
回

の
制
度
改
正
に
つ
い
て
、
た
く
さ

ん
の
意
見
や
声
を
、
ぜ
ひ
役
場
保

健
福
祉
課
又
は
左
記
策
定
委
員
の

方
に
届
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
障
害
者
や
一
般
の
方

を
対
象
と
し
て
、
こ
の
た
び
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
も
実
施
い
た
し
ま
す
。

障
害
者
施
策
を
進
め
る
た
め
の
重

要
な
意
向
調
査
で
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

原
口　

佐
々
木
正
巳

江
良　

橋
本　

浩
二

静
浦　

伊
藤　

行
雄

館
浜　

本
多　

満
二

博
多　

川
内
谷
直
志

博
多　

竹
内
マ
サ
子

松
城　

吉
野　

光
晴

松
城　

長
瀬　

弘
雄

福
山　

太
田　

美
昭

豊
岡　

中
森　

康
夫

豊
岡　

村
松
百
合
子

上
川　

寺
島
美
津
子

　

身
体
障
害
者
と
知
的
障

害
者
の
自
立
更
生
な
ど
の

相
談
窓
口
と
し
て
『
身
体

障
害
者
相
談
員
』
と
『
知

的
障
害
者
相
談
員
』
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
北
海
道

知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

���������������
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�

�������	
��
����
�� � ��月曜日から金曜日。ただし、祝日、年末年始（１２月２８日から１月４日）は除きます。

������午前９時から午後５時

������０１１－２５１－２５２５　ＦＡＸ０１１－２５１－６１５６

������①一般相談：一般相談員がお受けいたします。

　　　　　　②専門相談：医療、法律の２分野に関する専門家がお受けいたします。（事前予約制）

※相談はすべて無料です。また、秘密は厳守いたしますので、お気軽にご利用ください。

電　　話氏　　名住　　所

４２－２４１２川内谷　直　志博多２３１－２４身体障害者相談員

４２－４６６８村　松　百合子豊岡３７４－１知的障害者相談員

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������	
������

�������	
��
������

���������
�������	
��
����	�����



�広報まつまえ 平成１８年１０月号
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童話の日（絵本の読み聞かせ）
（１４：００～１４：３０ �総 ）

�源ごみ ビンほか
　　　 （豊岡～建石）

栄養相談（１０：００～１４：００ �健 ）
定期健康相談（�健 ）
資源ごみ カンほか（豊岡～建石）

眼科診療（８：３０～１５：００ 町立）
燃える粗大ごみ（白神～建石）

耳鼻咽喉科診療
（８：３０～１５：００ 町立）
資源ごみ ビンほか
（清部・江良・原口）

内科（循環器）診療（８：３０～１１：００ 町立）
定期健康相談（茂草・�健 ）
資源ごみ カンほか（清部・江良・原口）

１歳６カ月児・３歳児健診
　　　　（１２：３０～１３：１５ �総 ）
眼科診療（８：３０～１５：００ 町立）
燃える粗大ごみ（館浜～原口）

童話の日（絵本の読み聞かせ）
（１４：００～１４：３０ �総 ）

�源ごみ ビンほか
　　　 （豊岡～建石）

定期健康相談（�健 ）
資源ごみ カンほか（豊岡～建石）

運転免許更新時講習会（�総 ）
　違反講習１０：００～・優良講習１３：００～
　一般講習１３：４５～・初回講習１５：００～
古文書講座（１９：００～２１：００ �総 ）
心配ごと相談所開設（１３：００～１６：００ �社協 ）
眼科診療（８：３０～１５：００ 町立）
燃えないごみ・燃えない粗大ごみ（白神～建石）

※平日の診療科目の
　　　　　　　ほか
耳鼻咽喉科・内科（循
環器）・整形外科診療
（北大）　　　　　　
（８：３０～１１：００ 町立）

耳鼻咽喉科診療
（１３：３０～１５：００ 町立）
資源ごみ ビンほか
（清部・江良・原口）

育児教室【すくすく教室】（１０：００～１１：３０ �健 ）
定期健康相談（�健 ）
資源ごみ カンほか（清部・江良・原口）

眼科診療（８：３０～１５：００ 町立）
年金相談（９：００～１５：００ 役場）
燃えないごみ・燃えない粗大ごみ（館浜～原口）

童話の日（パネルシアターほか）
（１４：００～１４：３０ �総 ）定期健康相談（�健 ）

眼科診療（８：３０～１５：００ 町立）
燃える粗大ごみ（白神～建石）

�������	
��
��
�健 ：健康センター　　　　１０：００～１４：００
茂草：茂草町内会館　　　１２：３０～１４：３０

��������	

　貸出時間 
　・火曜日～土曜日　１３：００～２１：００
　・日曜日　１３：００～１７：００
　場所　江良�町体 

�������	
��
カンほか
カン、紙パック、ダンボール、古紙、その他の紙

ビンほか
ビン、ペットボトル、その他のプラスチック

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

�

��

��

��

��

�

����

町立：町立松前病院
�町体 ：町民体育館
�総 ：町民総合センター
いさりび：パートナーシップランド『いさりび』
�集 ：小島地区基幹集落センター

�コミ ：建石コミュニティセンター
�改 ：生活改善センター
�憩 ：老人憩の家　�会館 ：町内会館
�健 ：健康センター
�福 ：月島福祉の家

�寿 ：寿の家
�温泉 ：温泉休養センター
�球 ：町民野球場
�ふ ：ふれあい公園パークゴルフ場
�社協 ：社会福祉協議会
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�
�
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�
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�
��

�

��

��

��
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�������	

����
 （９：５０～ 
　松城小グラウンド）

������
（９：００～１７：００ �総 ）
�����
（１０：００～ �総 ）

� 広報まつまえ 平成１８年１０月号

���

資源ごみ ビンほか（白神～月島、館浜～茂草）
 
資源ごみ カンほか（白神～月島、館浜～茂草）スタンド営業：前側石油

股関節脱臼検査（１３：００～１３：３０ 町立）スタンド営業：川菱商会

リハビリ教室（１３：３０～１５：３０ �総 ）
資源ごみ ビンほか（白神～月島、館浜～茂草）資源ごみ カンほか（白神～月島、館浜～茂草）スタンド営業：太平洋石油

母親学級（１０：００～１１：３０ �健 ）
整形外科・脊椎疾患専門外来
　　　　　　　　　　（１３：３０～１５：００ 町立）スタンド営業：前側石油

スタンド営業：川菱商会

スタンド営業：太平洋石油
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����
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�����（１３：００～１５：００ 大島支所）

����

�����（１３：００～１５：００ 小島支所）

�����（１３：００～１５：００ 大沢支所）
������������������ （１０：４５～ �総 ）

������
（９：００～１５：００ �総 ）

���������	
�������
 （１０：００～ 松前藩屋敷）
��������
 （９：００～ 松前藩屋敷）
��������	
�
 （１０：００～ 松前公園内）

���������	
�������
 （開場１７：３０～ いさりび）

�������	
��
��
 （１０：００～１５：００ 松前藩屋敷）
�������	
��
�
���� （９：００～ 松城小）
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こ
の
運
動
は
、
暖
房
機
器
（
具
）

の
使
用
に
よ
り
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

住
民
の
防
火
意
識
を
さ
ら
に
高
め

る
こ
と
に
よ
り
、
火
災
を
防
止
し

焼
死
事
故
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
、
特
に
高
齢
者

等
の
災
害
時
要
救
護
者
を
中
心
と

す
る
死
者
の
発
生
を
大
幅
に
減
少

さ
せ
安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り
を

目
指
す
も
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�

　

近
年
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者

数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成　
１５

年
に　

年
ぶ
り
に
千
人
を
超
え
て

１７

以
来
、
３
年
連
続
し
て
千
人
を
超

え
、
昨
年
に
は
千　

人
を
記
録
す

２２０

る
な
ど
最
悪
の
事
態
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
火
災
に
よ
る
死
亡
原
因
の

７
割
が
、
火
災
の
発
生
に
気
づ
か

な
か
っ
た
な
ど
の
逃
げ
遅
れ
に
よ

る
も
の
で
す
。
も
し
、
こ
れ
ら
の

住
宅
等
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
等

が
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
、
火
災
の

早
期
発
見
に
よ
り
、
死
者
数
を
低

減
で
き
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え

ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
は

逃
げ
遅
れ
の
防
止
に
高
い
効
果
を

発
揮
さ
せ
る
た
め
、「
寝
室
」
や

「
２
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
の
階

段
」
な
ど
に
設
置
が
義
務
づ
け
ら

れ
、
新
築
住
宅
に
あ
っ
て
は
今
年

６
月
か
ら
、
既
存
の
住
宅
に
あ
っ

て
は
平
成　

年
５
月　

日
ま
で
と

２３

３１

な
っ
て
お
り
、
全
て
の
住
宅
に
お

い
て
設
置
す
る
よ
う
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
火
災
に
よ
る
死

者
数
を
低
減
す
る
う
え
で
も
既
存

住
宅
に
あ
っ
て
は
法
の
適
用
と
な

る
日
を
待
つ
こ
と
な
く
早
期
に
設

置
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
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最
近
は
「
修
理
す
る
よ
り
買
っ

た
方
が
安
い
」
時
代
。
け
れ
ど
も

家
電
ご
み
は
処
分
が
大
変
、
お
ま

け
に
処
理
費
用
が
か
か
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。
少
々
お
金
は
か
か
っ

て
も
、
で
き
る
だ
け
修
理
し
て
長

く
使
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
買
い
か

え
の
際
は
、
修
理
し
や
す
い
も
の
、

リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
商
品
を
選

ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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今
、
日
曜
大
工
が
大
流
行
。

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
工
具
や
塗
料
な
ど
が
市

販
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
力
を
借

り
て
、
我
が
家
の
家
具
も
新
し
い

家
具
に
手
直
し
し
て
し
ま
い
ま
し

ょ
う
。
色
を
変
え
た
り
、
布
を
張

り
替
え
る
だ
け
で
、
見
違
え
る
ほ

ど
お
し
ゃ
れ
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。
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使
え
な
く
な
っ
た
電
池
の
再
利

用
法
を
ご
存
じ
で
す
か
。
手
の
ひ

ら
で
は
さ
み
、
ガ
ガ
ガ
ー
ッ
と
摩

擦
す
れ
ば
、
少
し
だ
け
電
力
が
回

復
し
ま
す
。
リ
モ
コ
ン
や
目
覚
ま

し
時
計
な
ど
、
あ
ま
り
電
力
量
が

大
き
く
な
い
も
の
に
使
用
す
る
分

に
は
十
分
な
回
復
量
で
す
。
一
度

お
た
め
し
く
だ
さ
い
。
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不
用
な
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
は

数
集
ま
れ
ば
け
っ
こ
う
な
ご
み
に

な
り
ま
す
。
赤
の
ペ
ン
で
大
き
く

「
受
け
取
り
拒
否
」
と
書
い
て
ポ

ス
ト
に
入
れ
れ
ば
返
送
し
て
も
ら

え
ま
す
。
今
後
は
送
っ
て
こ
な
く

な
る
と
思
い
ま
す
。 

�
�
�
�
�
�
�

　

下
着
、
靴
下
等
は
青
色
の
袋

で
出
し
、
オ
ー
バ
ー
、
防
寒
着
、

背
広
等
は
燃
え
る
粗
大
ご
み

（
衣
類
）
と
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

燃
や
せ
る
粗
大
ご
み
の
収
集

日
に
、
木
の
枝
の
切
れ
端
を
ダ

ン
ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
て
出
し
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
枝

や
庭
木
は
太
さ　

㎝
長
さ
１
ｍ

１５

以
内
に
し
て
ひ
も
で
し
ば
っ
て

処
理
券
を
は
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
入
れ
る
と
中

身
が
何
の
ご
み
か
わ
か
ら
な
く

な
り
ま
す
）

　

ま
た
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
に

つ
い
て
汚
れ
が
と
れ
な
い
も
の

は
燃
や
せ
る
ご
み
に
、
汚
れ
て

な
い
も
の
は
資
源
ご
み
（
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
）
に
出
す
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。
収
集
し
た
燃
や

せ
る
ご
み
の
な
か
に
き
れ
い
な

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
が
あ
り
ま
し

た
の
で
分
別
の
徹
底
を
お
願
い

し
ま
す
。
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「
骨
粗
し
ょ
う
症
」
と
は
、
骨
の

カ
ル
シ
ウ
ム
量
が
減
少
し
、
骨
の

内
部
が
「
ス
カ
ス
カ
」
の
状
態
に

な
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
に
か
か
る
と
、

骨
の
密
度
が
低
下
し
て
も
ろ
く
な

り
、
骨
折
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
脊
椎
が
も
ろ
く
な
っ
て

体
重
で
押
し
つ
ぶ
さ
れ
、
背
中
や

腰
が
曲
が
っ
た
り
腰
痛
を
起
こ
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
寝
た
き
り
に

な
る
大
き
な
原
因
と
さ
え
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

骨
量
の
減
少
を
早
期
に
発
見
し
、

予
防
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
今
年

も
次
の
と
お
り
検
診
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�

　
　

歳
か
ら　

歳
の
女
性

２０

６４

�
�
�
�
�
�
�
	

　

町
立
松
前
病
院

�
�
�
�
�
�

　

５
０
０
円

（
生
活
保
護
世
帯
及
び　

歳
以
上

７０

の
方
は
、
無
料
で
す
。）

�
�
�
�
�
�

Ｃ
Ｘ
Ｄ
法
（
Ｘ
線
検
査
）

※
「
手
」
の
Ｘ
線
撮
影
だ
け
で
、

痛
み
も
無
く
、
５
分
程
度
で
終
わ

り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

時
間
予
約
制
に
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

受
診
希
望
日
の　

日
前
ま
で
に
、

１０

役
場
保
健
福
祉
課
健
康
グ
ル
ー
プ

（�
　

－

２
２
７
５
）
へ
お
問
い

４２

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
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北
海
道
内
で
事
業
を
営
む
使
用

者
及
び
そ
の
事
業
場
で
働
く
す
べ

て
の
労
働
者
（
臨
時
、
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
、ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）

に
適
用
さ
れ
る
北
海
道（
地
域
別
）

最
低
賃
金
が
次
の
と
お
り
改
正
さ

れ
ま
す
。

■
最
低
賃
金
に
は
、
通
勤
手
当
、

家
族
手
当
、
臨
時
に
支
払
わ
れ
る

賃
金
、
時
間
外
等
割
増
賃
金
は
算

入
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支

払
わ
な
い
場
合
は
、
最
低
賃
金
法

違
反
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
就
職
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
産
業
振
興
課
商

工
観
光
グ
ル
ー
プ　
�
　

－

２
２

４２

７
５
）
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
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予
防
接
種
法
に
基
づ
く
、　

歳
６５

以
上
の
方
に
対
す
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て
、
予
防

接
種
料
金
を
次
の
と
お
り
助
成
し

ま
す
。

①
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

希
望
す
る　

歳
以
上
（
接
種
時
）

６５

の
方
は
、
千
円
の
自
己
負
担
金
で

接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
生
活
保
護
世
帯
及
び

町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
自

己
負
担
金
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

（
該
当
さ
れ
る
方
は
、
役
場
ま
た

は
支
所
で
証
明
書
の
交
付
を
受
け

予
防
接
種
を
受
け
る
医
療
機
関
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

＊
町
民
税
非
課
税
証
明
書
は
発
行

手
数
料　

円
が
必
要
で
す
。

３００

　

ま
た
、　

〜　

歳
の
方
で
、
心

６０

６４

臓
・
腎
臓
に
障
害
（
障
害
一
級
）

の
あ
る
方
は
、
障
害
者
手
帳
を
医

療
機
関
に
提
示
す
る
と
、
千
円
の

自
己
負
担
金
で
予
防
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
医
療
機
関

　

○
町
立
松
前
病
院

　
　
（�
　

－

２
５
１
５
）

４２

　

○
町
立
小
島
診
療
所

　
　
（�
　

－

２
０
２
３
）

４２

　

○
松
前
記
念
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
（�
　

－
２
４
０
８
）

４２

③
申
し
込
み
方
法

　
　

月　

日
（
月
）
か
ら
予
防
接

１０

１６

種
を
行
う
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
各
医
療
機
関
に

予
防
接
種
の
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。（
電
話
で
の
申
し
込
み

も
可
能
で
す
。）

④
そ
の
他

　

予
防
接
種
料
金
の
助
成
は
、
一

人
一
回
で
す
。

　
　

歳
以
上
の
方
が
町
外
の
医
療

６５
機
関
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
受
け
る
場
合
は
、
全
額
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
保
健
福
祉
課

健
康
グ
ル
ー
プ
（�
　

－

２
２
７

４２

５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

����������������	
����������

受付人員受付時間検　　診　　日　　程

１日１０人
まで申し
込み受付

午後２時～４時２８２１１４７火曜日
１１月

午前９時～11時２９２２１５８１水曜日

午後２時～４時２６１９１２５火曜日
１２月

午前９時～11時２７２０１３６水曜日
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広報まつまえ 平成１８年１０月号��

���������	�������	
　函館赤十字血液センターの移動採血車「ひまわり号」
が、松前町で次の日程のとおり献血を行いますので、
ご協力をお願いします。

時　　　間場　　　　　所月　日

９：００～１０：００江良　パートナーシップランド前
１０月１８日
（水）

１０：３０～１１：３０赤神　松前さくら漁業協同組合前

１３：００～１６：３０福山　松前町役場横　 　

９：００～１１：００建石　海上自衛隊前　 　
１０月１９日
（木）

１２：３０～１３：３０大磯　町立松前病院横　

１４：１０～１５：３０福山　松前町役場横　 　

������

�������

　・年　　齢　１６歳～６９歳
　　　　　　　（６５歳以上は献血経験のある方）
　・体　　重　男性４５㎏、女性４０㎏以上
　・最高血圧　９０mmHg以上
�������	

　・輸血を受けたことのある方
　・妊娠中又は６ヶ月以内に妊娠したことのある方
　・授乳中の方
　※２００mlと４００ml献血がありますので、問診時に申し
出てください。

�������	

　役場保健福祉課健康グループ　�４２－２２７５

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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日　時：平成１８年１０月２１日（土）　１３：００～１５：００

場　所：檜山支庁

内　容：あなたの真心を世界の人とわかちあってみ

ませんか。

　　　①ＪＩＣＡ海外ボランティアについての説明

　　　②青年海外協力隊ＯＢの体験談発表

　　　③質疑応答・個別相談

定　員：２０名

参加費：無料

主　催：ＪＩＣＡ札幌　社団法人青年海外協力協会

問い合わせ先：ＪＩＣＡ函館デスク　　担当　岡田

　�０１３８－２２－０７７０

�����������	
����

時　間月　日場　　　所地区

１０：００～

１３：００

１０月２７日�漁 民 セ ン タ ー
建 石

弁 天

１０月２７日�館浜生活改善センター館 浜

１０月２６日�札前生活改善センター札 前

１０月２５日�静 浦 老 人 憩 の 家静 浦

１０月２５日�茂 草 町 内 会 館茂 草

１０月２７日�清部生活改善センター清 部

１０月２５日�
パートナーシップランド
　　　　　『いさりび』

江 良
１０月２６日�

１０月２６日�原 口 老 人 憩 の 家原 口

�������	

�������
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国
の
仕
事
な
ど
の
特
殊
法
人
の

仕
事
、
道
・
町
の
仕
事
に
つ
い
て

○
苦
情
が
あ
る

○
こ
う
し
て
ほ
し
い

○
制
度
や
仕
組
み
が
わ
か
ら
な
い

○
苦
情
を
申
し
出
た
が
、
説
明
や

措
置
な
ど
に
納
得
が
い
か
な
い

○
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
、
ど
こ
に
相
談
し
て

よ
い
か
わ
か
ら
な
い

　

こ
の
よ
う
な
行
政
苦
情
や
要
望

を
聞
い
て
解
決
を
図
る
た
め
、
行

政
相
談
委
員
の
松
浦
拓
雄
さ
ん

（
字
松
城
・�
　

－

２
６
８
０
）

４２

が
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
次
の
日
程
で
『
特
設

行
政
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

�
�
�
�

　
　

月　

日
（
金
）

１０

２０

　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

�
��
�
　

町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�
�

◯
年
金
、
医
療
保
険
、
老
人
保
険
、

福
祉

◯
交
通
安
全

◯
道
路

◯
登
記
事
務

◯
環
境
衛
生

◯
郵
便
・
貯
金
・
簡
易
保
険

◯
雇
用
保
険
、
労
災
保
険
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働

◯
消
費
者
保
護

◯
行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

　

渡
島
西
部
広
域
事
務
組
合
で
は
、

次
の
と
お
り
消
防
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

�
�
�
�
�
�

　

１
名
（
平
成　

年
６
月
１
日
採

１９

用
予
定
）

�
�
�
�
�
�

　

福
島
町

�
�
�
�
�

　

高
等
学
校
卒
業
又
は
同
等
以
上

の
学
力
を
有
し
、
満　

歳
以
上　

２０

２５

歳
未
満
の
者
で
救
急
救
命
士
免
許

取
得
者
又
は
平
成　

年
５
月
ま
で

１９

に
免
許
取
得
見
込
の
者
、
普
通
自

動
車
免
許
取
得
見
込
み
の
者
（
年

齢
基
準
は
平
成　

年
６
月
１
日
と

１９

す
る
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

　

渡
島
西
部
広
域
事
務
組
合
消
防

本
部
に
請
求
及
び
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
請
求
す
る
場
合
は　

円
切
手
を

１２０

貼
付
し
た
返
信
用
封
筒
（
Ａ
４
版

以
上
）
に
請
求
者
住
所
氏
名
を
記

入
し
て
、
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
提
出
す
る
場
合
は
郵

送
封
筒
の
表
に
「
渡
島
西
部
広
域

事
務
組
合
職
員
試
験
申
込
書
」
と

朱
書
き
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�

　

平
成　

年　

月　

日
（
水
）
〜

１８

１０

１１

　
　

日
（
月
）
午
後
３
時
ま
で

３０

�
�
�
�

　

〒
０
４
９－

１
３
３
１　

　

北
海
道
松
前
郡
福
島
町
字
三
岳

　

番
地
の
１

４５渡
島
西
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本

部
�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年　

月　

日
（
土
）

１８

１１

１１

○
詳
し
く
は
、
渡
島
西
部
広
域
事

務
組
合
消
防
本
部
（�
　

－

４
０

４７

１
８
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

�
�
�
�
�
�

　

松
前
調
停
協
会
（
会
長
・
松
尾

佳
清
）
で
は
、
次
の
と
お
り
無
料

調
停
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
に
は
、
松
前
調
停
協
会
所

属
の
民
事
・
家
事
調
停
委
員
が
あ

た
り
ま
す
。

　

相
談
者
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

�
�
　
　

月　

日
（
木
）

１０

１２

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

�
��

松
前
町
字
神
明　

番
地

３０

　
　
　

松
前
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　

２
階
小
会
議
室

　
　
　
　
　
（�
　

－

３
０
６
０
）

４２

�
�
　

松
前
町
・
福
島
町
の
町
民

�
�
�
�
　

土
地
・
建
物
、金
銭
貸

借
、交
通
事
故
、夫
婦
・
親
子
間

の
問
題
等
に
つ
い
て
の
紛
争

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

改正前��������
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１３日（金）午前・午後
２７日（金）午後
２８日（土）午前

４日（水）午前・午後
１１日（水）午前・午後
１８日（水）午前・午後
２５日（水）午前・午後

２３日（月）午後１２日（木）午前
２８日（土）午前
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�������	���
���	
��������

　

こ
ん
に
ち
は
！　

い
よ
い
よ

秋
も
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
病

院
の
周
り
で
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
や

ヤ
マ
ガ
ラ
の
鳴
き
声
が
し
ま
す
。

野
鳥
が
大
好
き
な
私
に
は
と
て

も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
畑
の
ほ

う
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
が
千
個
以
上

も
穫
れ
、
大
豊
作
で
し
た
。
マ

ス
ク
メ
ロ
ン
は
・
・
・
。

　

病
院
で
は
、
８
月
７
日
か
ら

開
始
し
た
血
液 
透
析 
が
順
調
で

�
�
�
�

す
。
５
人
の
患
者
様
が
月
水
金

の
午
前
に
透
析
を
受
け
て
お
ら

れ
ま
す
。
早
く
月
水
金
の
午
後

も
開
設
し
て
ほ
し
い
と
い
う
ご

要
望
を
多
数
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
い
ま
し
ば
ら
く
お
待
ち

い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　

今
回
は
記
憶
や
物
忘
れ
に
つ

い
て
。

　

記
憶
に
も
短
い
も
の
か
ら
長

い
も
の
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
。
電
話
を
か
け
る
と
き
に

「
え
ー
と
、
町
立
病
院
は　

の
４２

２
５
１
５
、
２
５
１
５
…
。」
と

い
い
な
が
ら
か
け
る
わ
け
で
す

が
、
そ
れ
は
超
短
期
記
憶
。
か

け
終
わ
っ
た
ら
忘
れ
て
し
ま
い

ま
す
ね
。
一
方
、「
今
週
金
曜
ま

で
に
支
払
い
を
し
な
く
っ
ち
ゃ
」

と
い
う
ふ
う
に
短
期
間
覚
え
て

い
る
の
が
短
期
記
憶
。
対
し
て
、

「
お
と
と
し
の
台
風　

号
で
は

１８

ミ
ニ
ト
マ
ト
が
全
部
や
ら
れ
た

な
ぁ
」「
信
子
ち
ゃ
ん
は
か
わ
い

か
っ
た
（
け
ど
俺
に
は
目
も
く

れ
な
か
っ
た
）
ナ
ァ
」
な
ど
と

長
年
に
わ
た
っ
て
覚
え
て
い
る

の
が
長
期
記
憶
で
す
。
も
う
一

つ
記
憶
で
大
切
な
の
は
、「
覚
え

込
む
こ
と
」
と
「
思
い
出
す
こ

と
」
の
二
つ
の
要
素
か
ら
成
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
皆

さ
ん
も
覚
え
た
こ
と
が
試
験
の

時
に
思
い
出
せ
ず
に
悔
し
い
思

い
を
し
た
こ
と
、
お
あ
り
で
す

よ
ね
！

　

私
た
ち
の
記
憶
は　

代
か
ら

２０

衰
え
て
い
き
ま
す
。
私
は
記
憶

力
が
よ
い
ほ
う
で
は
な
い
の
で

す
が
、
そ
れ
で
も
高
校
ま
で
は

今
に
比
べ
れ
ば
覚
え
込
む
こ
と

も
思
い
出
す
こ
と
も
よ
ほ
ど
マ

シ
で
し
た
。　

代
前
半
か
ら
新

２０

し
い
こ
と
を
覚
え
る
の
に
も
よ

り
多
く
の
努
力
を
要
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
思
い

出
す
力
が
落
ち
て
き
ま
し
た
。

「
え
ー
と
、
あ
の
人
の
名
前
な

ん
て
い
っ
た
っ
け
ナ
、
あ
の
長

い
白
髪
の
・
・
・
」「
山
上
さ
ん

で
す
か
？
」「
あ
、
そ
う
そ
う
、

山
上
雪
之
丞
さ
ん
。」の
よ
う
な

会
話
が
増
え
た
わ
け
で
す
。
覚

え
込
む
こ
と
は
で
き
て
も
、
き

っ
か
け
が
な
い
と
思
い
出
せ
な

い
ん
で
す
ネ
。 
齢
を

     

重
ね
る
に

�
�
�

つ
れ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
増

え
て
い
く
わ
け
で
す
。
個
人
差

は
か
な
り
大
き
い
で
す
け
ど
ネ
。

　

で
は
、
何
が
正
常
で
何
が
異

常
な
の
で
し
ょ
う
か
。
日
付
や

曜
日
が
わ
か
ら
な
い
の
は
普
通

な
の
で
し
ょ
う
か
？　

昔
の
こ

と
を
思
い
出
せ
る
か
ら
ボ
ケ
て

は
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？　

興
味
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
首

相
の
名
前
を
知
ら
な
い
も
の
な

の
で
し
ょ
う
か
？　

普
通
に
運

転
で
き
る
か
ら
大
丈
夫
な
の
で

し
ょ
う
か
？　

次
回
は
そ
こ
ら

へ
ん
の
と
こ
ろ
を
お
話
し
し
ま

す
ね
。
で
は
。

　

松
前
町
立
松
前
病
院

　
　

院
長　

木　

村　

眞　

司
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『戸籍の窓口』は、届け出の際、掲載
の承諾を得た方のみ紹介しています。
　また、敬称は略させていただきます。
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（　）内は前月との比較増減 

字茂草　堀川　 紗  穂 （一寿）
さ ほ

字大磯　藤井　 咲  那 （進矢）
さ な

字豊岡　�梨　 葵  都 （義朗）
あお と

字豊岡　三井　 海  斗 （ 寿 ）
かい と

字朝日　杉浦　 陽  葉 （慎吾）
あき は

�����

�����

字江良　林　　松男（９０）

字江良　福井　リウ（７５）

字江良　横関　初枝（８１）

字茂草　堀川　忠雄（６３）

字赤神　石山登代治（７６）

字館浜　阪本　貞夫（７４）

字建石　阿部　ナヨ（９８）

字大磯　堀川　コト（９２）

字月島　椎名　勝美（６８）

字白神　川内谷鐵雄（７４）

字白神　渡部　政雄（８５）
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◇
金
一
封

○
堀
川
家
姉
弟
一
同　

様

　
　
　
　
　
　
　
　

（
字
茂
草
）
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◇
金
一
封

○
上
野　

忠
利　

様
（
字
江
良
）
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　移動町長室は、町長自らが広く町民の方々の声を伺うために開設す
るものです。
　どうぞお気軽にお越しください。お待ちしております。

�����

　◆　１０月１０日（火）　　大島支所　　午後１時～午後３時まで
　◆　１０月１７日（火）　　小島支所　　午後１時～午後３時まで
　◆　１０月２４日（火）　　大沢支所　　午後１時～午後３時まで
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